






























Environment環　境

　近年、人の作業が困難な環境において動作可能なロボット
技術に大きな期待が寄せられています。そこで、本プロジェクト
では、自然環境や災害現場といった実フィールドで活動可能な
無人探査用フィールドロボットの研究開発を行います。本提案で
対象とするアプリケーションは、以下の3つに分類されます。
(1)火山調査：活火山噴火時に状況把握を行う空中移動
ロボットならびに、地表移動ロボットの研究開発と実用化を
進めます。(2)災害対応：危険領域の調査を行うロボットシステムの
研究開発と現場実装を進めます。(3)インフラ点検：プラント
会社と協力し、プラントのインフラストラクチャの点検が可能な
不整地移動ロボットシステムの研究開発と実用化を進めます。
以上に示した実フィールドで動作する無人探査用フィールド
ロボットの基盤技術に関する研究開発ならびに社会実装を
進めることで、フィールドロボットに関する産業が創出される
ことが期待できます。

　日本国内では、自然災害が頻発しているため、現在、フィールド
ロボットの研究開発には、大きな期待が寄せられています。これを
受けて、フィールドロボット技術が要求されるインフラ点検や
災害調査といった国プロジェクトが複数立ち上がりましたが、
この研究分野に精通したロボット研究者は、国内に少ないのが
現状であるため、本プロジェクトには大きな期待が寄せられて
おります。また、国外においても、自然災害が頻発しているため、
フィールドロボットに関する国外への技術協力も、国際貢献
として今後重要となります。

特 色

 本プロジェクトの成果としては、直接的に事業化に結びつく
ものと、創出が期待される新産業の2種類あると考えられます。
直接的に事業化に結びつくものとしては、(1)火山調査のシス
テムに関連したマルチロータ機による調査の実用化、ならびに、
(2)不整地移動ロボット技術によるプラント内自動点検システム
の実用化、が挙げられます。一方、創出が期待される新産業
としては、受注生産型フィールドロボットが挙げられます。
災害対応に関するフィールドロボットに対する要求ニーズは、
状況に応じて変化するため、継続的な産業を創出することが
困難です。そこで、要求ニーズを分析し、必要となるフィールド
ロボットに関する基盤技術を短期間でインテグレートして、
現場に対応するロボットを構築・提供する受注生産ビジネス
モデルを提案します。本プロジェクトは、これらのビジネス
創成に大きく貢献することが期待されます。

期待される成果

研究の概要

　自然環境や災害現場といった実フィールドで活動可能な
無人探査用フィールドロボットの研究開発を行います。具体的
には、地表移動ロボット、空中移動ロボット、水上移動ロボットに
関する移動技術、制御技術、環境情報取得技術、遠隔操作技術、
自律動作技術といったフィールドロボットに関する基盤技術の
研究開発を進め、これらをベースに、実フィールドで動作する
無人探査用フィールドロボットを実現します。

目 的

無人探査用フィールドロボット研究開発
Field Robotics Project for Unmanned Surveillance

永谷 圭司 准教授
Associate Prof. Keiji Nagatani

連 絡 先 E-mail：keiji@niche.tohoku.ac.jpTel：022-795-4317 Web：http://frl.niche.tohoku.ac.jp

無人建機の周囲情報を取得する有線給電飛行ロボット プラントの自動点検を目指したクローラ型移動ロボット

14

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



Environment環　境

先進地域交通モデル社会実装 地域産学官連携
・各モードが互いに補完し合う持続的交通システム
・課題を抱える地方部にこそ最先端技術を導入・実装
・平時・非常時dualモード可能な災害に強いモデル
・沿岸被災地・中山間地・離島・へき地へ展開

・トヨタ自動車東日本株式会社 屋外無人搬送車・次世代物流
モーター・パワーエレクトロニクス・工藤電機株式会社
非接触給電ステーション・引地精工株式会社
ＥＶ車両設計・製作・株式会社村上商会

などに各省庁、県・市とも協力

社会貢献に向けて
NICHe

次世代移動体システム
研究プロジェクト

NICHe
次世代移動体システム
研究プロジェクト

みやぎ復興パーク
東北大学NICHe多賀城拠点

みやぎ復興パーク
東北大学NICHe多賀城拠点

・被災企業の早期操業再開
・先端技術による新産業と雇用の創出

ソニー(株)仙台テクノロジー
センター内

ソニー(株)仙台テクノロジー
センター内

分野融合による先端技術開発
・EVバス　・非接触給電　・インホイールモータ
・ヘッドアップディスプレイ　・全方位カメラ
・小型EV　・自律走行車　・リチウム，キャパシタ蓄電池車両
・受給電可能な車両（災害時対応車）

・ドライビングシミュレータ　・交通シミュレーション
・仮想化空間　・ドライバセンシング

青葉山キャンパス実証実験
・キャンパスバスおよびEVの位置の可視化
・交通状況をオンデマンドで利用者に提示
・人手が不足する時間帯の配車の自動化
・災害時の避難施設への誘導
・避難所でEV電源の電力を活用 次世代自動車の試作評価拠点

　松木 英敏 教授
Prof. Hidetoshi Matsuki

次世代移動体システム研究プロジェクト
Next Generation Advanced Mobility System Project

　本研究プロジェクトは、平成２０年８月に工学研究科内に
設置された「電気自動車研究会」から平成２２年１月より名称
変更した「次世代移動体システム研究会」を母体にしています。
本研究会は、「自動車」という既成概念に捉われず、次世代の
移動体システムを「実用になること」「大学らしい提案をすること」
かつ「地域との共生を図る」というコンセプトのもと、文理に渡る
さまざまな分野の学内研究者が集まり構成された分野融合型の
研究グループです。
　平成２２年１１月から５年間に渡り大学本部から支援を
受けた東北大学重点戦略プログラムを起点に、内閣府・文部
科学省・経済産業省・ＪＳＴ・ＮＥＤＯなどの複数の国プロジェクト・
国事業をはじめ、さまざまな外部資金を獲得して研究活動の
幅を拡げながら、新たな産業と雇用の創出に取り組んでいます。

　学内から先進技術・先端知を結集し、次世代移動体システムを
形にし提案していくと同時に、他大学、光る技術を有する地域企業
との連携や、試作支援・評価・実証等機能の供用による地域もの
づくり力の底上げなどにより、産業生産活動と社会的課題解決
に着実に繋げる実証研究拠点を形成しています。併せて、外部共同
研究や試作・検証・評価環境等を基にした大学・企業の若手や
学生等の人材育成と関連する企業の地域ネットワーク化を進め
ています。これら各研究設備・施設は、積雪・凍結・寒冷や過疎
高齢化などの従来からの課題に震災復興も加えた東北地域に
特有の課題を解決するモデルとして、国内外広くから注目を
集め、多賀城「みやぎ復興パーク」拠点では産官学民に渡る数多くの
視察者を受け入れています。その実績から、平成27年に仙台市
の地方創生特区（国家戦略特区）認定に協力し、平成28年3月
には荒浜地区で公道上自動走行デモを行うなど、特区活用による
近未来技術実証に積極的に取り組んでいます。現在、域内外から
広く参加企業を集めた実証コンソーシアムを設立し、新たな
地域交通システムを実現するとともに、自動走行やＬｉイオン
電池応用などの要素技術の実用化にも取り組みます。

特 色研究の概要

　優れた要素技術を融合し、現実に形にし動かして検証・
評価することにより、人と環境に優しく安全な次世代の移動体と
そのシステムを社会に提案することを目的としています。特に、
平成２７年１２月の仙台市営地下鉄東西線開業に伴い必要
とされる青葉山キャンパス内のスマートな交通システムとして
実現することで、責任ある研究成果の実装モデルを確立し、
さらにそれを東北をはじめとする各地域へ展開していきます。
これにより、本学の持続的発展の基盤として計画されている、
先進技術を結集したサイエンスパーク構想の先駆けとなり、
グローバルに展開しうる社会的課題の解決モデルを示す
実証研究拠点を形成します。

目 的

　青葉山駅を起点とする地域型交通システムとして、新しい移動体
システムを実体化し、一般市民も自由に訪れ体験・体感できる
先進技術のショーケース・オープンラボを構築します。こうした
新交通システムとしての実証評価を行うと同時に、周辺各地域との
連携により、各地域の特性に応じた実装方法を提示し、またその
実装・実運用を担える人材を育成していきます。これにより、
離島・へき地・中山間地や復興地域などのニーズに応えるより
幅広い展開が期待できます。

期待される成果

連 絡 先 E-mail：mobility-office@niche.tohoku.ac.jpTel：022-795-4740 Web：http://mobility.niche.tohoku.ac.jp

15

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
































	20170602_NICHepamphlet
	20170926NICHePamphletcorrected
	20170922_P0
	20170922_P3
	20170922_P7
	20170922_P20




